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	「みどり戦略」に基づく農産物の温室効果ガス削減の「見える化」
	環境負荷低減の取組の「見える化」の本格実施
	 	農林水産分野におけるカーボン・クレジットの推進	
	 	農業分野の方法論に基づくＪ－クレジットの取組（1/2）（合計11件）	
	 	農業分野の方法論に基づくＪ－クレジットの取組（2/2）（合計11件）	
	環境負荷低減のクロスコンプライアンスの導入について
	政策手法のグリーン化
	「食料・農業・農村政策の新たな展開方向」に基づく具体的な施策の内容
（令和５年１２月２７日	食料安定供給・農林水産業基盤強化本部）（抜粋）

